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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質キナーゼに見られるドメインを2つ持つタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、完全なタンパク質キナーゼ触媒ドメインと、タンパク質キナーゼドメインの活性部位と結合部位のみを含む短縮ドメインを有していますが、キナーゼ活性を有するかどうかは不明です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年9月],機能：このタンパク質の機能はまだ明らかではありません。タンパク質キナーゼ活性の有無、またリン酸化される基質の種類（セリン、スレオニン、チロシン）は不明です。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリー（ADCKタンパク質キナーゼファミリー）に属します。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ADCK4抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ADCK4抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ADCK4 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ADCK4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

